
本
大
会
で
、
運
動
の
総
括

で
は
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
景

気
の
「
底
割
れ
防
止
」
の
た
め

の
、
予
算
消
化
第
一
主
義
の
公

共
工
事
の
「
乱
発
」
に
よ
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
無
視
、
パ
ワ

ハ
ラ
が
横
行
し
て
い
る
職
場
の

生
々
し
い
状
態
の
報
告
や
、
職

場
の
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し
て

い
る
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員

の
声
が
、
支
部
・
本
部
に
届
き
、

地
整
・
本
省
の
折
衝
・
交
渉
を

通
じ
少
し
で
は
あ
る
が
、
是
正

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ユ
ニ

オ
ン
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

義
務
的
再
任
用
の
原
則
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
を
、
国
土
交
通
省

は
国
家
公
務
員
の
職
場
の
中
で

唯
一
、
地
方
整
備
局
と
地
理
院

で
原
則
を
歪
め
、
四
日
勤
務
を

押
し
て
強
行
さ
せ
、
全
国
で
定

員
が
余
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
フ
ル
タ
イ
ム
を
実
施
し
な
い

こ
と
へ
の
怒
り
の
深
さ
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
再
任
用
職
員
の
処

遇
の
悪
さ
、
退
職
手
当
の
引
き

下
げ
の
中
で
、
早
期
退
職
者
募

集
制
度
が
実
施
さ
れ
「
天
下
り
」

が
半
ば
公
然
と
動
き
出
し
て
い

る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
国
土
交
通
省
の
行

き
過
ぎ
た
定
員
削
減
の
実
行

や
、
人
事
院
の
報
告
に
あ
る
定

年
年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
の

未
実
施
に
よ
る
こ
と
が
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。

管
理
職
の
処
遇
の
課
題
で

は
、
一
昨
年
の
昇
格
発
令
に
於

い
て
定
年
二
年
前
で
の
六
級
昇

格
が
大
幅
に
切
り
込
ま
れ
、
昨

年
か
ら
本
省
当
局
に
よ
る
全
国

一
律
化
「
定
年
一
年
半
前
六
級

昇
格
」
と
い
う
動
き
が
明
確
に

と
な
っ
た
一
方
、
五
級
昇
格
定

数
が
拡
大
さ
れ
、
処
遇
改
善
が

進
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
七
．
八
％
も
の
給
与
切

り
下
げ
と
い
う
「
特
例
法
」
の

延
長
を
許
さ
な
い
闘
い
に
は
、

職
場
の
多
く
の
仲
間
の
共
感
を

呼
び
、
短
期
間
に
多
く
の
署
名

が
集
約
さ
れ
、
結
果
と
し
て
延

長
を
断
念
さ
せ
ま
し
た
。
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増員元年を合い言葉に、職場から

違法・脱法行為、パワハラの一掃を

第
一
七
回
定
期

全
国
大
会
を
開
催

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
は
、
五
月
一
七
・
一
八
日
の
両
日
愛
知
県
豊
橋
市
「
ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
第
一
七
回
定
期
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
国
公
労
連
千

葉
中
央
執
行
委
員
、
国
土
交
通
労
組
下
田
副
委
員
長
を
は
じ
め
代
議
員
・
役
員
・
来
賓
・
傍
聴
者

な
ど
二
日
間
で
延
べ
一
二
一
名
が
参
加
し
、
一
年
間
の
運
動
の
総
括
と
今
後
一
年
間
の
運
動
方

針
な
ど
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
委
員
長
と
し
て
河
野
氏
（
近
畿
）
を
再
選
、
新
事
務
局
長
と
し

て
塩
冶
氏
（
中
部
）
等
の
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た

役　　職 氏　　名 年齢 支　部 事務所
委 員 長 河 野  健 次 58 近畿 淀川河川
副委員長 山 本　敏 一 58 北陸 飯豊山砂防

副委員長 星 野 　　豊 54 関東 東京国道
副委員長 山 本　健 二 56 近畿 琵琶湖河川

副委員長 神 野　隆 司 55 九州 川内川河川

副委員長 中 島　最 郎 54 地理 関東測量部

事務局長 塩 冶　康 人 55 中部 庄内川河川

事務局次長 中 山  幸 男 63 関東 専従
事務局次長 鷹 野　弘 行 54 中部 浜松河川国道

事務局次長 原　　 昭 二 52 近畿 淀川河川
執行委員 加 藤  桂 一 56 東北 酒田河川国道

執行委員 羽 深　圭 一 54 北陸 羽越河川国道

執行委員 安 藤     勇 58 関東 首都国道
執行委員 海 野  鐘 弘 58 中部 庄内川河川

執行委員 西 村  政 司 53 近畿 六甲砂防
執行委員 牛 尾  正 孝 58 中国 中国技術
執行委員 阿 部　勝 義 48 四国 高知河川国道

執行委員 堀之内　幸昌 53 九州 筑後川河川

執行委員 上 村　和 彦 52 地理 地理測地部

会計監査 村 岡　基 晴 53 関東 利根川下流河川

会計監査 米 山　浩 三 52 中部 沼津河川国道

事務局員 西 村　正 美 62 近畿 淀川河川
事務局員 山 守 　　隆 64 関東 渡良瀬川河川

2014年度中央執行委員
河
野
委
員
長

塩
冶

事
務
局
長
を
選
出

六
〇
歳
後
の
働
き
が
い
の
持
て
る
業

務
と
処
遇
を
実
現
し
よ
う
！



今
回
の
大
会
で
は
、
昨
年
全

国
活
動
者
会
議
で
発
表
し
、
そ

の
後
の
職
場
議
論
で
補
強
さ
れ

た｢

仕
事
の
政
策｣

を
も
と
、
今

公
共
事
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
や
そ
の
執
行
体
制
に
つ
い

て
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
以
下

の
８
つ
課
題
の
解
決
を
目
指
す

事
を
確
認
し
ま
し
た
。

１
．
あ
る
べ
き
予
算
要

求
と
予
算
執
行
の
実
現

国
民
合
意
の
予
算
要
求
と
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
任
務
で

り
、
老
朽
化
対
策
や
安
全
安
心

の
た
め
の
予
算
確
保
が
重
要
。

そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

「
無
駄
の
な
い
」
「
手
戻
り
の

な
い
」
「
不
正
の
な
い
」
執
行

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
入
札
契
約
制
度
の

手
続
き
の
見
直
し

公
共
事
業
の
不
正
腐
敗
、「
政

・
官
・
財
」
の
癒
着
構
造
を
断

ち
切
る
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

と
こ
ろ
が
手
続
き
が
複
雑
多
岐

に
わ
た
り
発
注
・
受
注
者
か
ら

見
直
し
の
声
も
あ
り
、
そ
の
簡

素
化
に
向
け
職
場
か
ら
問
題
指

摘
し
改
善
を
図
り
ま
す
。

３
．
設
計
業
務
の
審

査
や
検
査
・
監
督
業

務
に
重
点
を

予
算
消
化
を
優
先
す
る
が
あ

ま
り
、
現
場
を
無
視
し
た
設
計

で
発
注
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、

工
事
中
止
や
手
戻
り
な
ど
が
発

生
し
結
果
的
に
は
無
駄
な
時
間

と
予
算
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
の
財
産
を
民
間

に
監
督
と
検
査
を
任
す
事
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

４
．
増
員
な
く
し
て

安
全
安
心
、
そ
し
て

真
の
公
共
事
業
の
発

展
は
な
い

業
務
上
生
じ
て
い
る
多
く
の

問
題
の
根
源
は
、
大
幅
な
定
員

削
減
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
民

の
安
全
安
心
を
守
る
業
務
執
行

体
制
を
守
る
た
め
こ
れ
以
上
の

定
員
削
減
に
歯
止
め
を
か
け
、

職
員
の
増
員
を
目
指
し
ま
す
。

５
．
管
理
職
員
の
健

康
と
家
庭
を
守
る

職
場
で
は
、
精
神
的
・
肉
体

的
に
追
い
込
ま
れ
た
職
員
が
健

康
被
害
を
起
こ
し
、
休
職
せ
ざ

る
を
得
な
い
実
態
が
多
数
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
で

は
、
２
０
１
２
年
で
３
６
名
の

在
職
死
亡
が
あ
り
、
東
北
地
整

管
内
で
は
、
昨
年
７
名
も
の
在

職
死
亡
者
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
時
間
外
勤
務
の
規
制
や
不

急
な
深
夜
の
メ
ー
ル
、
休
祭
日

出
勤
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
要

求
し
て
い
き
ま
す
。

６
．
職
場
か
ら
パ
ワ
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
一
掃

パ
ワ
ハ
ラ
を｢

し
な
い｣

｢

さ

せ
な
い｣

｢

見
逃
さ
な
い｣

立
場

か
ら
情
報
網
を
巡
ら
す
と
同
時

に
、
管
理
職
員
に
は
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
解
と

浸
透
を
図
る
た
め
機
関
紙
や
政

策
オ
ル
グ
な
ど
で
訴
え
て
い
き

ま
す
。

７
．
災
害
対
応
に
か

か
る
管
理
職
員
へ
の

処
遇
改
善

災
害
対
応
は
「
国
民
の
命
と

財
産
を
守
る
と
い
う
」
こ
と
か

ら
管
理
職
に
お
い
て
は
休
祭
日

出
勤
や
時
間
外
勤
務
の
否
定
は

し
ま
せ
ん
が
、
意
味
の
な
い
・

必
要
以
上
の
拘
束
の
見
直
し
や

手
当
の
支
給
を
要
求
し
ま
す
。

８
．
健
全
な
公
共
工

事
の
遂
行
に
つ
い
て

建
設
業
界
は
、
大
手
企
業
に

働
く
労
働
者
も
ノ
ル
マ
に
振
り

回
さ
れ
大
変
な
過
重
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下

請
け
企
業
に
働
く
労
働
者
も
重

層
下
請
け
構
造
の
元
、
低
賃
金

と
す
さ
ま
じ
い
労
働
強
化
の
環

境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
大
企

業
の
儲
け
を
優
先
さ
せ
、
そ
こ

に
働
く
職
員
や
労
働
者
を
低
賃

金
過
密
労
働
下
で
働
か
さ
せ
る

こ
と
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め

改
め
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

今
公
共
事
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
目
指
す
も
の

今
後
一
年
間
重
点
的
に
取

り
組
む
要
求
と
運
動
と
し
て
、

①
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
と
防
災
対
策
強
化

②
「
国
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
」
た
め
の
道
州
制
反
対

③
政
府
・
人
事
院
が
進
め
る

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
の
絶
対
阻
止

④
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
義
務

的
再
任
用
、
定
年
延
長
の
実

施
⑤
誰
で
も
五
五
歳
ま
で
の
六

級
昇
格
実
現
に
向
け
、
評
価

替
え
や
級
別
定
数
拡
大

⑥
管
理
職
員
の
深
夜
・
防
災

出
動
時
の
超
過
勤
務
手
当
支

給
⑦
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守

れ
る
業
務
執
行
体
制
確
立
と

我
々
の
生
活
と
健
康
を
守
る

た
め
、
一
人
で
も
多
く
の
増

員
実
現

⑧
職
場
か
ら
違
法
・
脱
法
行

為
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
一
掃

⑨
組
織
拡
大
と
組
織
強
化

⑩
共
闘
、
共
同
の
重
視
な
ど

の
実
現
に
向
け
活
動
。

等
の
運
動
方
針
を
満
場
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。

第８５回メーデー
全国３０５カ所で開催

安倍政権の暴走を許さず、大幅な賃上げの実現などをかかげて１日、第８５回メ
ーデーが全国３０５カ所で開かれました。東京・代々木公園で開催された中央メー
デーには２万７０００人が参加しました。集会後、都内３コースをデモ行進し、く
らしと雇用を破壊する政治をやめさせようとアピールしました。ユニオン本部も関
東支部と共に中央メーデーに参加し、気象レーダーを搭載したデコレーションカー
の後を国土交通労組と共に恵比寿コースを行進しました。

北陸・近畿・中国・地理でも参加
各地で実施されたメーデーには北陸・近畿・中国・地理支部などが参加しました。

北陸の仲間 近畿の仲間 中国の仲間 地理の仲間


